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神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

生体物性工学 講義 東　英樹

授業の概要・目的

医療機器による検査や治療では、超音波・熱・光といった物理的エネルギーを生体へ作用させることでその効果
を得ている。このため各種の物理的作用に対して生体がどのような特性をもっているのかを理解することは、安
全で効果的な検査・治療を行う上で必須となる。本科目では、生体のもつ種々の物理的特性（生体物性）を、そ
の基礎となる物理現象から説き起こしながら講義する。

授業の到達目標

力学・流体・波動・熱・電気・放射線といった物理現象の基礎理解を再確認するとともに、各種の生体物性をそ
の検査技術・治療技術への応用を視野に入れた形で理解する。

授業計画

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

60 30 回 2 年次 前期

血液の流体力学的特性（２）理想流体 超音波の生体への作用（６）吸収減衰，キャビテーション

血液の流体力学的特性（３）ニュートン流体 生体の熱的特性（４）体温調節の機構

血液の流体力学的特性（４）層流と乱流 生体の吸光特性

生体の力学的特性（１）弾性変形 生体の力学的特性（３）生体の力学的特性，モデル

生体の力学的特性（２）塑性変形，応力集中 生体の流体力学的特性（５）血液の流体力学的特性

血液の流体力学的特性（１）静止流体 血管系の生体物性

超音波の生体への作用（４）波の反射，屈折，干渉 放射線の生体への作用（４）個体的および遺伝的影響

超音波の生体への作用（５）ドップラー効果 生体の受動的電気特性

生体の熱的特性（１）熱量，比熱 生体の能動的電気特性

超音波の生体への作用（１）縦波と横波 放射線の生体への作用（１）放射線物理学の基礎

超音波の生体への作用（２）正弦進行波 放射線の生体への作用（２）線量の諸概念

超音波の生体への作用（３）波の特性量 放射線の生体への作用（３）放射線感受性

成績の評価法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

定期試験 49%

生体の熱的特性（２）熱と仕事 生体の磁気的特性

生体の熱的特性（３）熱の伝わり方 電磁波の生体への作用

まとめ まとめ

平常点 30% 授業中に課される問題演習への取り組みを評価する

その他

レポート

小テスト 21% 学期の中頃に中間試験として行う

なし

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載 講義資料を配布する

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載

備考

臨床工学のための生体物性 村林 俊、西村 生哉 コロナ社


